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GAS KINEMATICS OF THE MASSIVE PROTOCLUSTER G286.21+0.17 
REVEALED BY ALMA

• ALMAで、G286の観測をした
• C18O(2-1), N2D

+(3-2), DCO+(3-
2), DCN(3-2)

• ガス(フィラメント)の速度構造

• 各トレーサーで検出した76 個の
dense coreの速度、速度分散

• Virializeしているかどうか

Yu Cheng,1 Jonathan C. Tan,2, 1 Mengyao Liu,1 Wanggi Lim,3 and Morten Andersen4

全体ではvirialだけど、それぞれのグループではsub-virial



• ガスの全体的な分布
• C18Oはfilamentary

• N2D+とDCO+はdust
continuumに付随

• DCNは、protocluster center
に集中



• NE-SWフィラメント、2-3km/s/pcの
速度勾配が見られた

• 中心に落ち込んでいく運動？



• 71%のコアは、C18Oとsubthermalの速度差
-> 周りのガスを集めて太るcompetitive accretionの描像？



FORMATION OF ORION FINGERS

• Orionのfinger, bulletと呼ばれる構造
• Shock headは300-400 km/sで移動

• 木星質量の天体が中心の大質量星との相互
作用で弾き出されてできた説
-> 高速度を説明できない

• Infrared-driven windの中のRT不安定によっ
てできた (Stone+95)
• 大質量星の相互作用で、outflowが起こった？
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説1：連星＋連星遭遇シミュレーション

• 7+7Msun + 10+2.5Msunの連星-連星遭
遇、semi-major axis 10-30 au
• Source I (連星)、Orion BN, xを再現できるよ
うに -> 10%がIの連星になった

• コード：REBOUND

• この時飛んでいく2.5Msunの星の速度は
数十km/s 

• 300 km/s以上出そうと思ったら、0.1 au
くらいの遭遇をしないと無理

• 円盤の重力不安定で木星質量の天体を
作ったら？



• 解析的に、可能な質量と半径の範囲を調べる
• 左：自己重力、右：ram pressure

• Bow shockまでの距離 -> R>100 au

• 0.1auの距離でも自己重力でバウンドできないとダメ
↓ココだけ



説2: WindのRT不安定 (in-situ formation)
• シミュレーション: 20-3x104 au, 108-104 cm-3

• コード: Athena++

• 速度は出る


